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「農産技術だより」は、生産者拠出（北海道産麦生産流通安定対策事業）を財源に作成しています。
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小麦の雪腐病防除について

昨年秋のは種期は、全道的に平年よりやや早く出芽も順調でした。積雪量は、平年よりかなり
少なく積雪期間も短かったことから、雪腐病の発生は平年より少ない状況でした。
しかし、厳しい冬から小麦を守るためには、雪腐病防除は欠かせません。そのためには、防除
のポイントを今一度確認し、良品質小麦の安定確収を図りましょう。

1 雪腐病発生状況
令和2年産は、一般ほにおける発生面積率、
被害面積率ともに平年より低く、被害の認め
られた空知、石狩では雪腐病褐色小粒菌核病
が多くなりました。また、上川地方では褐色
雪腐病の割合が高まりました。また、オホー
ツク地方では紅色雪腐病の割合が高くなりま
した。
雪腐病の発生は、根雪期間および融雪期の
早晩によって大きく左右されることから、近
年の発生状況に油断することなく、越冬前の
薬剤防除と耕種的防除を確実に実施すること
が重要です。

2 発生しやすい菌種を確認し
ましょう
雪腐病は、病原菌の種類（菌種）によって、
発生生態や発生しやすい条件に違いがありま
す。
また、菌種によって薬剤の効果が異なるた
め、それぞれの地域およびほ場で発生しやす

い雪腐病の菌種を把握し（表1）、それに応
じた効果的な薬剤を選択する必要があります。
なお、紅色雪腐病は、薬剤による種子消毒も
重要な防除対策です。

3 菌種と薬剤の残効に応じた
薬剤防除を
道総研中央・上川・十勝・北見の各農業試
験場から、雪腐病の各菌種別に、薬剤散布か
ら根雪始までの降水量と各殺菌剤の残効性お
よび菌種と薬剤の残効に応じた防除技術が提
示されています（「小麦の雪腐黒色小粒菌核
病および雪腐大粒菌核病に対する殺菌剤の残
効性と防除時期」「小麦の雪腐褐色小粒菌核
病および褐色雪腐病に対する殺菌剤の残効性
と防除時期」、いずれも平成26年北海道普及
推進事項）。
残効が長い薬剤と、残効の目安となる薬剤
散布から根雪始までの降水量を、表2に示し
ます。この技術を活用することで、根雪直前
まで待たず、より早い時期からの薬剤防除を

図1 発生ほの病原菌種別発生割合
（2020年5月19日 北海道病害虫防除所）
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行うことが可能です。
⑴ 雪腐黒色小粒菌核病・雪腐大粒
菌核病
これらは、主に少雪地帯を中心に発生しま
す。発病度が25を超えると茎が枯死する個体
が増え、生育がばらつく要因となるため、発
病度25を防除の目標としています。雪腐黒色
小粒菌核病に対しては、フルアジナム水和剤
Fとテブコナゾール水和剤Fが、雪腐大粒菌
核病に対しては、フルアジナム水和剤Fとチ
オファネートメチル水和剤が残効性に優れる
結果となっています。
⑵ 雪腐褐色小粒菌核病・褐色雪腐病
これらは、主に多雪地帯を中心に発生しま
す。発病度が50（全葉枯死や茎の半数が枯死
など）を超えると収量・品質が低下するため、
雪腐褐色小粒菌核病は防除価40、褐色雪腐病

は防除価60を防除の目標としています。雪腐
褐色小粒菌核病に対しては、フルアジナム水
和剤Fとテブコナゾール水和剤Fが、褐色雪
腐病に対しては、シアゾファミド水和剤Fが
残効性に優れる結果となっています。ただし、
テブコナゾール水和剤Fを散布すると褐色雪
腐病の発生を助長する場合があるため、褐色
雪腐病が問題となる地域では、シアゾファミ
ド水和剤Fによる防除を行う必要があります。

防除価とは、無防除区における発病度
を100とした場合の、防除区の効果の程
度を示す指数。防除価が高いほど効果が
高い。

発病度とは、発病指数を定め株数調査
を集計し発病の程度を表す指標で、0～
100（最大）。

表1 雪腐病の菌種の特徴と対策
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表2 各薬剤の残効性の評価と防除の考え方
（平成26年北海道普及推進事項）

表3 表2の殺菌剤を使用した場合の各地域における防除時期の目安
（平成26年北海道普及推進事項）
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⑶ 本技術の活用にあたっての注意
事項

① 薬剤の残効は、散布から根雪始までの降
水量に応じて減少するため、降水量が目安
を超えた場合には、この技術で目標とする
防除効果が得られない可能性があります。
② この技術は、地上散布で散布水量100L
／10aによる調査結果に基づくものであり、
無人ヘリコプターによる散布は検討してい
ません。
③ 紅色雪腐病防除のための種子消毒が行わ
れていることが前提です。

4 耐雪性には品種間差があり
ます
硬質品種の「ゆめちから」「つるきち」は、
耐雪性が「キタノカオリ」並の“中” で、
「きたほなみ」に比べるとやや劣ることから、
特にこれらの品種は薬剤防除を確実に実施し
ましょう（表4）。

表4 秋まき小麦各品種の耐雪性
品 種 名 耐雪性の強弱
きたほなみ やや強
キタノカオリ 中（やや強）
ゆめちから 中
つるきち 中

・耐雪性は、雪腐褐色小粒菌核病に対す
る耐病性検定結果に基づき評価してい
る指標
・（ ）は品種登録時の評価

5 防除適期を逃さないための
準備
ほ場がぬかるみ、雪腐病防除のための作業
機械が走行できない事態を避けるため、排水
が不良な箇所は、必要に応じて溝切り等を
行っておきましょう（写真1）。

6 無人ヘリコプター使用時は
法令と安全対策を再確認しま
しょう
産業用無人ヘリコプター（いわゆるラジコ
ンヘリコプター）による雪腐病防除が道内で
も実施されています。産業用無人ヘリコプ
ターやドローン等の無人航空機による農薬散
布等を行う場合は、航空法の定めにより国土
交通大臣の許可・承認が必要です。（ただし、
機体本体の重量とバッテリーの重量の合計が
200ｇ未満のものを除く）。
一般社団法人農林水産航空協会では、航空
法の一部改正と農薬散布に係る許可・承認の
説明を含む「産業用無人ヘリコプターによる
病害虫防除実施者のための安全対策マニュア
ル［令和2年版］」を公開しています。
（http : //j3a.or. jp/business/helicopter3/
manual_r02.pdf）
ラジコンヘリコプター等による雪腐病防除
に際しては、今一度、関係法令や安全対策マ

写真1 枕地の溝切り

写真2 ラジコンヘリコプターを使用し
た雪腐病防除
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ニュアルの内容を確認し、法令を遵守すると
ともに、事故防止を図りましょう。

7 今後に向けて－連作回避の
重要性－
雪腐病対策には、薬剤による化学的防除と
併せて、耕種的防除を行い、越冬に必要な生
育量を確保するとともに、土壌中の雪腐病菌
密度を高めないことも重要です。
写真3は、は種日、は種量、基肥施用量、
雪腐病の薬剤防除は同一のほ場の様子です。
連作箇所はこの後、廃耕に至る被害となりま
した。
小麦の連作は雪腐病の他にも、縞萎縮病、
眼紋病、立枯病、条斑病、なまぐさ黒穂病等
の発生を助長します。
近年は、秋まき小麦の過度な連作を回避す
るために、田畑輪換が容易な乾田直播や無代
掻き栽培を導入し、麦・大豆との輪作（空知
型輪作）を実践している事例等、小麦の連作
を回避するための取組みが進められています。

小麦を連作しないための輪作体系づくりに向
けて、地域一丸となった対応が求められてい
ます。
（文責：一般社団法人 北海道農産協会

髙橋 義雄）

写真3 前作物の違いで雪腐病の発病程
度に差が生じた事例
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